


ので、届出の提出者に対して副本に受理番号を付して通知するとともに、審

査支払機関に対して受理番号を付して通知すること。

なお、当該受理番号については、各厚生(支)局における取扱いの実情を踏

まえ、当分の間、各厚生(支)局ごと又は各事務所ごとに書面等にて管理する

ことも差し支えない。

（１）磁場によるナビゲーションシステムを用いた心筋焼灼術

「（磁場心）第 号」

（２）体外衝撃波膵石破砕術 「（膵石破）第 号」

（３）バルーン拡張型人工生体弁セット 「（バ人弁）第 号」


